
2017年度 事業活動報告書

(NPO法人幸まちづくり研究会)

1口 事業内害

(■ )            活かす事業

① rみんなでつくろう 1体験の森づくり」  【支出額】 8′ 154円

・当NPOが中心となり新川崎ふれあい公日の維持管理運営を担う

【実施日】年間 138日 (第 2土曜日、第 4日曜日の定例活動に加え、毎週火曜日など)

【内 容】育樹・育首・剪定 。堆肥作り・ゴミ拾い、アグリガーデンの維持管理活動など。

【従事者】理事 0会員 10人、森づくリサポーター 16人

・「森づくリサポーターJ盤六のための体験企■

【対象者】前年度の体験農園参加者 。公園来訪者

【内 容】新たな取り組みとして、定例活動に参加して、四季を通して自然と触れ合い虫

にも出会い、収穫も楽しめる体験企画「森づくリサポーターJの募集を積極

的に行つた結果、11家族 29人の登録があった。

・2017年 6月 4日 (日) 「30自燿観凛餞
― ●」

【参加者】森づくリサポーター親子22人  |

【内 容】専門家を講師に春の自然観察、草木で楽しく自然遊びを体験

【従事者】理事、会員4人

020■7年 7月 23日 (日)「体験0森づくりJ体験

【参加者】森づくリサポーター親子 17人

【内 容】アグリガーデンの草取りや苗床の速光ネットかけの手伝い !

活動後に子どもたちは土遊び場で泥んこ遊びを満喫。

【従事者】理事、会員 7人

・2017年 9月 24日  (日)「体験0薇づくりJ体験

【参加者】森づくリサポーター親子 11人

【内 容】樹木の名札付けや大根の種まき体験 !ドングリなどの実や虫を発見 !

【従事者】理事、会員 5人

0■ 1ノ26(日 )ネイチヤ…フェスティ′υレ「ポット苗作りJ

【対象者】一般親子や森サポーター親子や地元企業で働く人など108

【内 容】水源の森に植林する苗としてまた、南相馬市「命の森づく

ため参加者募集を行い実施した。

【従事者】理事、会員 13人
費 30:9:28イ

り



(2)「農Jのあるまぢづくり事彙   【支出額】 11′ 161円
① 親子を対象のアグリガーデン (体験農日)企画

・lE■ 回「体験農目J 20■7年 5月 28日 (日 )

【対象者】親子 24人

【内 容】サツマイモ苗の植え付け、枝豆の種まきを体験し、自然観察しながらクワの実

を収穫するなど書の自然を感じる体験の場となつた。

【従事者】理事、会員 6人

・露 2回『体験■■」 2017年 7月 2日 (日 )

【対象者】親子 18人

【内 容】草取りをして堆肥場へ運び、ミミズ観察や夏野菜の成長観察をおこない、

お父さんと子どもたちはかかしを作り、お母さんたちはラベンダースッティ

ック作りをおこないました。

【従事者】理事、会員 4人

・第 3回「体験晨口J 2017年 8月 27日 (日 )

【参加者】親子 20人

【内 容】収穫や夏野菜の抜き取り、有機肥料を入れて土作りなどを体験

【従事者】理事、会員 5人

・第4回『体験農■』 20■7年 ■1月 4日 (土)

【0加者】親子 23人

【内 書】サツマイモの収穫体験後に、手作り有機肥料と堆肥を入れ耕し土作り。

芋煮会で収穫を祝い、交流を図かりました。

【従事者】理事、会員 5人

②保冑日と運出し「InE■ &自m● J

【対象者】口庭の無い地元保育目の日児43人 (3～ 5才)

【実施日】年間 36回 (行事・プール等がない毎週火曜日9:30～ 10:30)
【内 容】植栽地「体験の森」を会場に、サツマイモの苗の植付けや収穫体験、夏野菜の成

長観察や収穫体験、水やり・草取り。菜の花の抜き取り作業のお手伝い、四季を通

じた草花や昆虫、ミミス観察など、五感で自然を感じる体験の場を提供した。

また、植栽地を駆け回つたり、落ち葉拾いをしたり、5月 に完成した土遊び場

で遊ぶなど、園庭の無い園児たちは、身近な公園での自然遊びを満喫でき、

自然への関心、理解を深めた.

・スタッフは体験企画の準備や子どもたちの自然への関心、理解が深まるようサ



ポートした。

【特徴的なイベント】

・6/6 (火)ポ ット苗の株分け体験    年長さん 13人参加

・6/13(火 )サ ツマイモの植付け体験   口児 43人が参加、保護者 2人見学

。11/14(火)サ ツマイモの収穫体験    園児40人が参加

。11/28(火) ドングリポット苗作り体験  口児 43人が参加

どんぐり160個に命を吹き込む。

【従事者】理事、会員 2人、森づくリサポーター1人

【支出額】 6′ 816円

(3)「ドングリ育てたい“いのちの森づくり]事業

①第■6回『ドングリ学校Jの開催

【参畑者】会員6人、森づくリサポーター22人

【内 書】6ノ4・ 6ノ10 樹木の威長籠鍋壼口壼  追加■童 6ノ1306ノ2006ノ 27

専門家の藤間先生を講師に2年ぶりの調査をおこない、樹高は 1.5～ 2倍に成長

し、幹も太くなり、 ドングリの実も生るようになつた。後日植栽地A～ Fの追

加調査を行ない、調査結果の作成と樹木の配置図を作成.

【従事者】理事、会員 6人

【支出額】 5′ 360円

②薔木の維持管理

【内 容】市民参加で作つたポット苗の育苗・維持管理

【従事者】理事t会員6人

【支出額】 16′ 527円

③■災饉口「E出で●t守る森の働軍埋づくり」応饉

・■0ノ14(=)南相■市「第 5回饉魂編興市民檀樹無」に●an

ネイチャーフェスティノ0レで参加者が命を吹き込み公日で育てた苗木 100本を南相馬市

へJR東労組横浜地本の協力を得て寄贈.当日は南相馬市民や全国からの檀林ボランテ

イアら約 2500人と共に、鎮魂復興を願い 30′ 000本の苗木が植えられた I

(4)00NpOとOB●による「椰市と森林をつなど水源の藤口生J事彙

①第■4ロネイチャーフェスティノUbH僣  【支出額】31′ 990円
【日 時】2017年 11月 26日 (日)11時～15時

【場 所】り|1崎市「新川崎ふれあい公田」

【共 催】(特非)幸まちづくり研究会 。ネイチャ‐フェスティノψレ実行委員会



川崎市

JR貨物労組・ JR東労組横浜地本 。東洋大学サークリレ「アカシアの木」・

学生団体「フォレストノヴア」・新川崎ふれあい公園管理遭営協議会他

【内 容】他団体と実行委員会を形成し、川崎市の後援、地元企業、労組からの協賛をいた

だき、二年ぶりの開催となつた。約 1000人が集い、様々な体験を通して水源地のこ

と、森の育成について考えるイベントとなり成功裏に終わることができた。

・当研究会の企画として、東洋大アカシアの木の協力を得てトングリワークショッ

プ、苔玉ワークショップ、川崎と水源地をつなぐ活動紹介&物産販売、「みんなで

創ろう体験の森づくり」活動展示を行ない、 JR東労組横浜地本との共催で「ど

んぐリポット首作り」を行ないました。103人がポット苗作りに参加して

1′ 200個のドングリに命を吹き込んだ。

・実行委員会等の開催

4/25(火)17:00～20:30 事前打ち合わせ  【従事者】理事 3人、他団体 2人

7/27(木)18:30～20:00 第 1回実行委員会 【従事者】理事 3人、他団体 6人

9/13(水)18:30～20:00 第 2回実行委員会 【従事者】理事 4人、他団体 6人

11/8(水 )18:30～20:00 第 3回実行委員会 【従事者】理事 4人、他団体 6人

12/11(月 )18:30～20:00 第4回実行委員会 【従事者】理事 4人、他団体 6人

・ポット苗作り準備作業

11/20(月 )10:00～ 13:00 ポット苗の苗床準備  【従事者】理事 1人、会員 2人

11/23(木)15:00～ 17:30 土等の材料購入 。運搬 。道具準備 【従事者】理事 3人

・苔玉ワークショップの準備    9/25(月 )13:30～ 16:30【従事者】理事 2人

・山北へ販売する物産品の受け取り 11/23(木)       【従事者】理事 1人

・広報活動 (チラシ 1万枚作成、小学校・保育園等へ届ける等) 【従事者】理事 2人

・売れ残つた板材を山北へ届ける 12/9(土)         【従事者】理事 1人

②水源地山北町の‖PO共和のもりとの連携  【支出額】 13′ 570円
1)都市と水■地をつなぐ交■活■

【内 容】′‖崎で育てた苗木の植樹や間伐材利用促進など、都市と水源地をつなぐ交流活動

について協議テープルをもち、確認し合つた。

【日 時】2017年 6月 9日 (日)13:00～ 17:00

【会 場】神奈川県山北町「共和のもり」事務所

【従事者】理事6人

2)和誠首

【内 容】山北町「共和のもりJによる植樹活動に参加し、川崎で育てた苗木約 150本を

援

賛

後

協



山北の森に植樹した。

【日 時】2018年 3月 17日 (土)10:00～ 15:00

【従事者】理事 2人

③森林 NPO rオオムラサキが舞う森づくりJ

・20■7年 7月 ■日 (土)オオムラサキの羽化と檀樹後の威晨を目凛

【会 場】山梨県北杜市オオムラサキセンター・植樹地

【内 容】 市民が家庭で再した苗木を植林したエリアと古川小学校の生徒さんが育てた

苗木を植えたエリアの成長を観察。樹高 3～ 6mにも成長し枝葉が拡がりこ

んもりとした森になり、少しずつオオムラサキが舞いはじめているとの報告

を聞き、「オオムラサキが舞う森」への期待が膨らんだ。HPで情報を発信.

【従事者】理事 3人

【支出額】 13′ 470円

f
(イ)他の NPOとOHに よる r●市と農山村をつなぐ」事業  【支出額】65′ 860円

①NP鏃人日本グリーンツーリズム・ネットワークセンター (略称:GTNet)と連携し、

グリーンツーリズム全国大会に参加して、先駆的取り組みや課題について情報収集を行う

と共に、実践者等との交流を図る.

・2017年 6月 29日 (木)G T net全国大会実行委員会参加

【会 場】東洋大学白山キャンパス

【従事者】理事 1人

・2017年 11月 10日 (金)13:30～ 17:30 G T net全 国大会参加

【会 場】東洋大学白山キャンパス

【従事者】理事 5人

・2017年 11月 11日 (土)9:oo～ 12:00 G T net全 国大会参加

【会 場】東洋大学白山キャンパス

【内 容】「農のある暮らし」の創造と環境保全」をテーマの第 4分科会で先進事例の一

つとして、パヮーポィント、資料等により 15分間活動紹介をおこなつた。

【従事者】理事 5人

②世田谷生涯大学で購椰代行を務める

【日 時】2018年 1月 9日 (火)12:45～ 14:15(90分 )

【対象者】世田谷生涯大学「環境と観光(生活)」 受講生 30人

【内 容】「,‖崎市幸区における農のある公園 。まちづくりの実践の現状と課題」をテー

マにパワーポイント・資料を作成し講義をおこなつた。

し

7)         に目するフォーラム・■童・研究・提案・2Ho-034
①「木を使いり閣mttrを冑てるJ― m  【支出額】21′ 246円



ア)他団体のイベントに出展し、広報啓発を行う

。「科学と遊ぶ宰せな一日」に出展

【内 容】「どんぐリワークショップ」を開催.木に触れ木の香りを感じながら森の恵みで

自分だけの“宝物づ くりを企画し、「積み木広場Jを併設し、都市と水源の森を

つなぐJ活動への理解を深めることができた。

【日 時】2017年 9月 2日 (土)10時～16時

【会 場】新川崎創造のもり屋外

【対象者】子どもたち 61人

【従事者】理事 6人

・『鹿島田マリレシエ」に出店

【内 容】lll崎と水源地山北町をつなぐ活動紹介や山北町物産品、ドングリアクセサリー

等の販売をおこない、水源の森への理解を深めた。  .

【日 時】2017年 12月 10(日 )11時～15時

【会 場】鹿島田駅前広場

【従事者】理事 3人

(I)まちづくり情薇発僣・薔発のための広報事業  【支出額】 10′ 758円

…・8/25(金)16時～18時 広報打合せ (メルマガ、HP更新内容等)【従事者】理事2人

・9/9(土)市民活動センター主催「チラシデザイン研修会」に参加 【従事者】理事2人

・10/20(金),‖崎市公園緑地協会主催「花と緑の交流会(花壇編)」 に参加、晨のあるまちづ

くり活動パネルを展示 (13時～16時)       【従事者】理事 1人

②メルマガ豊燿者の拡大

これまでのイベント参加者とのコミュニケ‐ションを図り、メルマガ登録を呼びかけた結果、

登録者が増え、情報発信を積極的に行つた結果、継続して森づくりに参加する人の輸が拡が

つた。 【従事者】理事 2人

③ホームベ…ジ●OE新 。充実を目り、mを 発僣  【従事者】理事 2人

④聞償材利用リフオームの体崚サロン開催

12/7(木)13:00～ 16:00 水源の森の木や間伐材の利用櫂准を図るため開催

【対象者】一般市民 1人  【従事者】理事 2人



法人名 : 特定非営利活動法人 幸まちづくり研究会

活動計算書
2017年  4月  1日 ～ 2018年  3月  31日 まで

鮮 位 :円 )

1.受取会費
正会員受取会費
賛助会員受取会費

2.受取寄付金

受取寄付金

3.事業収益
自主事業収益

4。 その他収益
受取利息 他

経常収益計
I経常費用
1.様 費

(1)人件費
人件費計

0)その他経費
旅費交通費
事務用消耗品費
教育研修費
支払会費
通信費
複写費
保険料
支払手数料
その他雑費
その他経費計

事業費計
2.管理費

(1)人件費
人件費計

(2)その他経費
事務所費
会議費
旅費交通費
事務用消耗品費
通信費
その他雑費
その他経費計

管理費計

経常費用針
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額

10,000

6,048

5,220

3,450

540



法人名 :特定非営利活動法人 幸まちづくり研究会

貸借対照表
2018年  3月  31日 現在

I資産の部

1.流動資産

現金預金

未収入金

前払費用

流動資産合計

2.固定資産

固定資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

1.流動負債

未払金

前受金

流動負債合計

2.固定負債

固定負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

195,027

58,838

12,000

217,014

△ 26,355



法人名:特定非営利活動法人 幸まちづくり研究会

財産目録

2018年  3月 31日 現在
:円

I資産の部

1.流動資産

現金預金

手許現金

川崎信用金庫 本店営業部

未収入金

新り:1崎ふるさと公園管理運営協議会他

前払費用

2018年度 事務所費

流動資産合計

2.固定資産

固定資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

1.流動負債

未払金

活動交通費 他

前受金

2018年度会費

流動負債合計

2.固定負債

固定負債合計

負債合計

正味財産

101,187

93,840

58,838

12,000

265,865

0

265,865

75,206

55,206

20,000

75,206

190,659


